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サブプライム住宅ローンの帰結

米
国
の
住
宅
ロ

l
ン
は
複
雑
で
分
か
り
に
く

い
。
最
初
は
、
例
え
ば
、
住
宅
価
格
二
五
万
ド

ル
を
担
保
と
す
る
(
モ

l
ゲ
l
ジ
)
普
通
の
プ

ラ
イ
ム

・
ロ
l
ン
(
貸
付
け
)
で
あ
る
。
金
利

六
%
で
三
O
年
月
賦
で
支
払
う
。
月
額
一
、
一

九
九
ド
ル
、
金
利
総
額
二
三
万
一
六
回

0
ド
ル

の
負
担
に
な
る
。
頭
金
二
O
%
(
五
万
ド
ル
)

を
支
払
え
ば
直
ち
に
住
宅
が
入
手
で
き
る
。
金
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融
機
関
や
個
人
の
貸
付
(
投
資
)
の
中
か
ら
頭

金
、
税
金
、
手
数
料
な
ど
を
差
し
引
く
と
残
り

の
現
金
(
一
五
万
ド
ル
と
せ
よ
)
が
手
に
入
る
。

こ
れ
を
貯
蓄
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
が
、
消
費

に
向
け
る
こ
と
も
、
自
動
車
を
ロ

I
ン
で
買
う

こ
と
さ
え
で
き
る
。
「
家
計
の
借
金
生
活
化」

が
始
ま
る
。

「
住
宅
ロ

l
ン
の
証
券
化」

と
い
う
新
金
融

技
術
(
錬
金
術
か
)
が
発
明
さ
れ
た
。
住
宅
ブ

ー
ム
に
つ
れ
ロ

l
ン
額
の
引
き
上
げ
借
り
換
え

が
行
わ
れ
る
。
例
え
ば
倍
増
し
た
元
本
と
二
倍

の
金
利
を
支
払
う
と
い
う
債
務
と
、
そ
れ
を
取

り
立
て
る
と
い
う
権
利
を
保
証
し
た
「
住
宅
金

融
債
」
を
発
行
す
る
。
株
式
、
国
債
、
社
債
な

ど
と
同
格
な
証
券
と
し
て
、
市
場
で
広
く
売
買

す
る
。
住
宅
金
融
債
を
裏
づ
け
と
し
て
、
現
金

が
貸
し
付
け
ら
れ
る
。
住
宅
価
格
の
X
%
は
支

払
確
実
と
い
う
金
融
工
学
の
大
数
法
則
が
示
さ

れ
(
格
付
け
)
、
現
金
(
流
動
性

E
E庄
司
)

が
金
融
機
関
や
個
人
か
ら
貸
出
(
投
資
)
さ
れ

る
。
信
用
が
創
造
さ
れ
る
。
収
入
を
超
え
る
借

金
消
費
が
増
え
る
。
住
宅
価
格
ブ
l
ム
、
そ
の

バ
ブ
ル
化
、
一
般
的
好
景
気
(
自
動
車
も
)
と

い
う
好
循
環
が
二
O
O
七
年
春
ま
で
続
い
た
。

投
資
家
の
多
様
な
好
み
に
応
ず
べ
く
、
住
宅

金
融
債
は
低
金
利
長
期
、
中
間
、
高
金
利
短
期

の
三
ク
ラ
ス
に
分
け
ら
れ
た
。
他
の
証
券
化
商

品
と
組
み
合
わ
せ
た
合
成
金
融
債
が
急
増
し
た
。

売
買
は
世
界
的
に
広
く
分
散
し
た
が
、
ど
れ
だ

け
が
誰
の
責
任
か
も
分
か
ら
な
く
な
っ
た
。
こ

の
「
超
バ
ブ
ル
」
の
崩
壊
を
ソ
ロ
ス
は
警
告
し

て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
持
家
奨
励
政
策
を
採
り
、

二
つ
の
政
府
住
宅
金
融
公
社
を
設
け
て
、
住
宅

投
資
を
引
受
け
、
他
の
金
融
機
関
や
個
人
に
も

勧
め
た
。
必
要
な
資
金
は
中
央
銀
行

(
F
R

B
)
が
増
発
通
貨
の
低
金
利
投
資
で
ま
か
な
う
。

要
す
る
に
、
ロ

l
ン
の
証
券
化
に
よ
っ
て
、
利

鞘
稼
ぎ
だ
け
を
追
求
す
る
不
生
産
的
な
通
貨

(
即
ち
信
用
)
が
、
安
易
に
、
過
剰
に
創
造
さ

れ
た
。
バ
ブ
ル
は
本
格
的
に
は
じ
け
(
二

0
0

八
年
八
月
か
)
、
返
済
不
能
の
山
に
陥
っ
て
い

る
。
信
用
創
造
は
、
国
民
経
済
の
健
全
な
成
長

を
支
持
し
促
進
す
る
よ
う
、
「
銀
行
原
理
」
に

よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
投
資
バ
ブ
ル
は
超
過
個
人
消

費
の
借
金
化
に
陥
る
。
こ
れ
と
財
政
赤
字
が
対

外
的
貿
易
収
支
の
赤
字
を
も
た
ら
す
。
自
国
通

貨
ド
ル
で
支
払
わ
れ
、
諸
外
国
の
対
外
支
払
準

備
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
国
家
も
対
外
借
金
依
存

繁
栄
を
謡
歌
す
る
。
こ
れ
は
是
正
さ
る
べ
き
モ

ラ
ル

・
ハ
ザ
ー
ド
だ
。

二
O
O
六
年
春
に
米
国
の
貿
易
入
超
が
G
D

P
の
六
%
を
超
え
、
国
際
通
貨
ド
ル
の
危
機
が

叫
ば
れ
た
。

米
国
当
局
は
、
不
良
住
宅
債
権
の
多
い
若
干

の
証
券
会
社
は
破
綻
さ
せ
、
住
宅
二
公
社
や
シ

テ
ィ

・
グ
ル
ー
プ
な
ど
は
あ
ら
ゆ
る
手
段
(
公

的
資
金
の
注
入
も
含
め
)
を
用
い
て
テ
コ
入
れ

し
、
世
界
的
金
融
不
安
を
先
ず
収
束
す
る
。
そ

れ
に
成
功
す
る
。
そ
う
な
ら
ば
、
世
界
的
不
況

は
、
一
年
ぐ
ら
い
続
く
も
の
の
、
現
状
水
準
に

止
ま
る
で
あ
ろ
う
。
一

九
三

0
年
代
の
ご
と
き

世
界
的
大
恐
慌
は
国
際
協
調
に
よ
り
回
避
さ
れ

う

る

。

二

O

O

九

年

一

月

六

日

(
こ
じ
ま

・
き
よ
し
)
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